
１　総括

 (1) 人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１　職員手当には退職手当を含んでいません。
      ２　職員数については、令和6年4月1日現在の人数です。また、任期付短時間勤務職員、再任用職員（短時間勤務）及び
　　　　　会計年度任用職員は含んでいません。
      ３　給与費については、任期付短時間勤務職員及び再任用職員（短時間勤務）の給与が含まれておりますが、会計年度任用
　　　　　職員の給与は含んでいません。

（３）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）１ ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を
　　　　 用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算した指数。

 　　　
　　　２　（）書きの数値は、地域手当補正後ラスパイレス指数を指す。地域手当補正後ラスパイレス指数とは、地域手当を加味した
　　　　 地域における国家公務員と地方公務員の給与水準を比較するため、地域手当の支給率を用いて補正したラスパイレス指数。
　　　　 （補正前のラスパイレス指数×（１＋当該団体の地域手当支給率）／（１＋国の指定基準に基づく地域手当支給率）により算出）

 　　　
　　　３ 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。
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令和４年

98.8

5年度
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96.5　（96.5） 98.6 98.7

98.6

名張市の給与・定員管理等について

（参考）類似団体平均

一人当たり給与費

千円

5,922

実 質 収 支

　　　　　　％　　　　　千円

31,810,027

4年度の人件費率

区　　分

　　　　　　Ｂ

人 件 費 率

Ｂ／Ａ

5年度

区　　分

　　　　　　　千円 　　　　　　　　　　　％

16.375,248

　　　　　　Ａ

住民基本台帳人口

（R6.1.1現在）

歳 出 額 （参考）人 件 費

人　 　　　　　千円

5,028,973528,047 15.8

職員手当等　　　　　　Ａ 　　計　　Ｂ

一人当たり職員数

給与費 B/A給　 料 期末・勤勉手当

千円

453,735507 3,143,918
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千円
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※令和6年4月1日のラスパイレス指数が、①３年前に比べて１ポイント以上上昇している場合、②３年連続で上昇している場合、
　③100を超えている場合について、その理由及び改善の見込み

（４）給与制度の総合的見直しの実施状況について

①給料表の見直し　　【実施】

（給料表の改定実施時期）　平成２７年４月１日

（実施内容）　　一般行政職の給料表については、国の見直し内容を踏まえ、平均２％の引下げを実施しました。
　　　　　　　　他の給料表については、一般行政職給料表との均衡を踏まえて見直しを実施しました。
　　　　　　　　激変緩和のため、３年間（平成３０年３月３１日まで）の経過措置（減給保障）を実施しました。

②地域手当の見直し　　【支給率の改定なし】

（支給割合）　国基準３％に対し、名張市においても３％を支給しています。

③その他の見直し内容

　 平成２７年４月１日に、管理職員特別勤務手当及び単身赴任手当について、国と同様に見直しを実施しました。

（５）特記事項

①特別職 期末手当（教育長は期末勤勉手当）において支給額から３０％の減額措置を実施

②一般職員 給料額において下記の減額措置を実施
地域手当、期末勤勉手当等（退職手当は除く）の支給においても減額措置後の給料額を基に算定を実施

・医療職等を除く職員 ７級職員　５％、　６級職員　４％、　５級職員　１％

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
 (1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和６年４月１日現在）

　　　　①一般行政職

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円

歳 円 円 円

名張市

369,704

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２％の引下げ及び地域手当の支給割合の見直し等
に取り組むとされています。

316,920 385,423 350,499

平均給与月額
平均給与月額

名張市では、市の財政状況及び給与水準の適正化を踏まえ、下記の減額措置を実施しています。

令和6年度に給与削減の率を変更したため。

42.1 323,823 ― 405,378

類似団体 41.8

平均年齢 平均給料月額
（国比較ベース）

国

区　　分

359,87142.2 320,657 402,347

三重県 43.5 331,132 420,711
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　　　　②技能労務職

参考

A/B

歳 人 円 円 円 －

うち給食調理員 歳 人 円 円 円 歳 円 1.17

うちその他 歳 人 円 円 円 －

歳 人 円 円 円 －

歳 人 円 円 －

歳 人 円 円 円 －

円 円

うち給食調理員 円 円

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用しています。（令和３年～令和５年の３ヶ年平均）

※年収ベースの「公務員（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれ平均給与月額を１２倍したものに、公務員においては
　前年度に支給された期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値です。

　　　　③教育職（幼稚園教論）　令和４年度に幼稚園閉鎖のため該当者なし

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

（注）１　①から③における「平均給料月額」とは、令和６年４月１日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。
      ２　①から③における「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務　　　　　 
　　　　手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。　

　　　　　また、①と②における「平均給与月額（国比較ベース）」は、国家公務員の平均給与月額に時間外勤務手当、特殊

　　　　勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。

（2) 職員の初任給の状況（令和６年４月１日現在）

円 円 円

円 円 円

円

（3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和６年４月１日現在）

円 ※ 円 円 円

※ 円 ※ 円 ※ 円 円

※ 円 ※ 円 ※ 円 ※ 円

（注）　※欄の数値は該当者なしまたは少数のため理論値です。

区　　分
公　務　員

一般行政職

－

45.4 270,200

－ -

民　　間

対応する民間
の類似職種

平均給与月額
（国ベース)

類似団体

309,978

高　校　卒

平均年齢

一般行政職

40.6

-

平均給与月
額（A)

名張市

409,869

類似団体

359,168

1,829 288,144 － 330,553

平均給与月額
（Ｂ)

－ － －

職員数 平均年齢

飲食物調理従事者

区　　分
民間（D）

参　　考

-

三重県 － － － － － － - -

国

1.49

－ －

5,223,122

公務員（C）

平均給与月額

-

348,617

三重県

－

－ - -

国

331,686 314,88252.0

※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり､年齢､業務内容､雇用形態等の点において完全に一致しているものではありません。

41.2三重県

20

51.2

技能労務職

300,573

317,800

C／D

名張市 －

205,300 196,200

173,800

区　　分 平均年齢 平均給料月額

区　　　　　分

高　校　卒

区　　　　分

技能労務職 －

高　校　卒

大　学　卒

166,600

高　校　卒

358,500

383,592

348,400

大　学　卒

315,884 309,335

310,571

20

248,000

288,08222

2 257,440

292,090

47.8

48.8

37.9 255,440

304,435

平均給料月額

名張市

3,511,400

166,600

196,200

166,600

284,800

390,780288,525

232,400

経験年数２５年

309,100

226,300

経験年数１０年 経験年数２０年

360,500

381,002

経験年数３０年
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Ⅲ　一般行政職の級別職員数等の状況
（1) 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（令和６年４月１日現在）

級 人 ％

級 人 ％

級 人 ％

級 人 ％

級 人 ％

級 人 ％

級 人 ％

（注）１　名張市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
      ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
      ３　給料月額は、現在、実施中の独自削減は考慮せず、名張市の給与条例に基づく給料表の金額です。

  

（2)国との給料表カーブ比較表（行政職（一））（令和６年４月１日現在）

（注）　名張市の給料月額は、現在、実施中の独自削減は考慮せず、名張市の給与条例に基づく給料表の金額です。

区　　分

3

2

１号級の
給料月額

最高号級の
給料月額

職員数

1

6

構成比

7

27

162,100円

208,000円

4

標準的な職務内容

5 61

10.7

主査

365,500円

66 351,000円240,900円

271,600円 382,000円

主幹

52

主任 22.8

29

23

295,400円

部長

室員

31

室長

8.0

10.0

室員 305,200円

323,100円

446,200円

9.3

249,400円

21.1 394,000円

411,300円18.0

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

１級 10.0% １級 8.7% １級 6.3%

２級 10.7% ２級 13.2%
２級 9.5%

３級 22.8% ３級 21.6%

３級 16.5%

４級 9.3% ４級 10.5%
４級 17.7%

５級 19.9% ５級 20.1% ５級 20.9%

６級 18.0% ６級 18.5% ６級 19.2%

７級 8.0% ７級 7.7% ７級 8.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

令和6年の構成比 令和5年の構成比 平成31年の構成比

７級

６級

５級

４級

３級

２級

１級

名張市（R6）

国家公務員（R6)

国10級（特に重要課長）

国９級

国８級

国７級

国６級
国５級
国４級

国３級

国２級

国１級

市７級

市６級
市５級

市４級

市３級

市２級

市１級

昇 給

給

料

月

額
（

百
円

）
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（3) 昇給への人事評価の活用状況（一般行政職）

４　職員の手当の状況

（1) 期末手当・勤勉手当

千円 千円

（5年度支給割合） （5年度支給割合） （5年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当

 月分  月分  月分  月分  月分  月分

（ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

　　　・役職加算　　　　5～15% 　　　・役職加算　　　　5～20% 　　　・役職加算　　　　5～20%

　　　・管理職加算　 15～25% 　　　・管理職加算　 10～25%

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合です。

○勤勉手当への勤務成績の反映状況（一般行政職）

活用している昇給区分

イ　人事評価を活用している

　標準の区分のみ（一律）

イ　人事評価を活用している

三重県 国

１人当たり平均支給額（5年度）

1,713

管理職員

　標準、下位の区分

　上位、標準の成績率

○

2.05

○

ロ　人事評価を活用していない

○

○

　上位、標準の区分

○ ○

昇給実績が
ある区分

昇給可能な
区分

令和５年４月２日から令和６年４月１日
までにおける運用

一般職員

昇給実績が
ある区分

○

2.05 2.45

0.975

○

支給可能な
成績率

支給実績が
ある成績率

支給可能な
成績率

支給実績が
ある成績率

○○

管理職員 一般職員

　活用予定時期

昇給可能な
区分

ロ　人事評価を活用していない

　活用予定時期

1.375 0.975 1.375

活用している成績率

○　標準、下位の成績率 ○

　標準の成績率のみ（一律）

2.45

　上位、標準、下位の区分

　上位、標準、下位の成績率

令和４年度中における運用

―

名張市

1,504

1.375

2.05

１人当たり平均支給額（5年度）

2.45

0.975
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（2) 退職手当（令和６年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度 月分 月分

その他の加算措置 その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（2%～20%加算） 定年前早期退職特例措置（2%～45%加算）

１人当たり平均支給額　　　　 千円 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、令和5年度に退職した職員に支給された平均額です。
　　　対象者は、全職種です。

 (3) 地域手当（令和６年４月１日現在）

％ 人 ％

％ 人 ％

％ 人 ％

 (4) 特殊勤務手当（令和６年４月１日現在）

千円

　円

　％

33.27075

39.7575 47.709

47.709

47.709

47.709

5,089

名張市

自己都合 勧奨・定年

19.6695 24.586875

28.0395

自己都合 勧奨・定年

国

24.586875

33.27075

災害応急作業等手
当

手当の名称種別

19.6695

28.0395

39.7575

47.70947.709

支給対象職員数

支給職員１人当たり平均支給年額（令和5年度決算） 円

64,732

105,255

515

35,499

防疫手当

福祉業務手当

応急診療業務

(96.0)

鈴鹿市

支給対象地域 支給率

3

20,195

6

3

支給職員１人当たり平均支給年額（令和5年度決算）

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和5年度）

日額　500円
（医療職及び消防職には適
用しない。）

日額　800円

支給実績（令和5年度決算）

日額　5,000円
（医療職及び消防職には適
用しない。）

防疫等作業手当

死体処理手当

1

支給実績（令和5年度決算）

12

地域手当補正後ラスパイレス指数（令和５年4月1日現在）

津市

12

4

国の制度（支給率）

名張市

1回　500円
（詳細が記録されているこ
と。）

日額　500円
（医療職及び消防職には適
用しない。）

日額　500円
（前項の額に加算する。）

１　用地交渉、滞納整理、強制執行、汚物処理及び
  社会福祉の現業の業務で、同種の通常の業務と比
  較して困難かつ身体的に著しい危害が及び、又は
  精神的な著しい苦痛が伴うと想定される業務に従
  事したと所属長が認めたとき。

１　正規の勤務時間外に災害対策本部等の緊急の危
  機管理体制下で業務に従事したとき。

日額　500円
（医療職及び消防職には適
用しない。）

１　感染症の疑いのある患者の救護又は感染菌の付
  着した物件若しくは付着の疑いのある物件の処理
　及び患者等の防疫に従事したとき。

96.0

（ラスパイレス指数）

千円

6

10,898

１　正規の勤務時間外に緊急勤務命令を受けて道路
  等の公共施設の補修、復旧等の業務に従事したと
  き。（災害応急作業等手当が支給される場合を除
  く。）

１　応急診療所で深夜に看護業務に従事したとき。

特別勤務手当

50.0

勤務内容

4（8）

支給単価

１　行旅死亡人の収容に従事したとき。

道路上作業手当

用地交渉等手当

２　前項のときに、庁外で業務に従事したとき。

手当の種類（手当数）
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※手当の種類は、職員の特殊勤務手当の支給に関する規則第２条に基づく内容となります。

 (5) 時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注）　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（令和5年度決算）」と同じ年度の４月１日現在の
　  　　総職員数（管理職員等制度上時間外勤務手当の支給対象とならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含みます。

（6) その他の手当（令和６年４月１日現在）

円

円

円

円

円

円

円

宿日直勤務を命じられた職員に支給

消防手当

1回　400円

出動手当

夜間特殊業務手当 日額　300円

２　勤務時間外に火災等の発生により緊急勤務命令
  を受けて勤務につき、業務に従事したとき。

支給実績(令和5年度決算） 139,204

138,456支給実績(令和4年度決算）

職員１人当たり平均支給年額(令和5年度決算） 226

１　消防吏員が正規の勤務時間に深夜勤務に従事し
  たとき。

１　火災、救急及び救助等の現場に出勤し、消火、
  救急及び救助等の活動に従事したとき。ただし、
  救急救命士の資格を有する者が、救急活動に従事
  したとき及び中型・大型車の操作運転業務（機関
　員）に従事したときは100円を加算する。

1回　500円

同

339職員１人当たり平均支給年額(令和4年度決算）

千円

管理又は監督の職にある職員が臨時又は緊急の必要性
等を有する業務のため、
　・週休日又は休日に勤務 6,000円～8,500円支給
　・平日深夜0時～5時まで勤務 3,000円～4,300円支給

管理職員特別勤
務手当

同

同

国は月額
46,300円～
139,300円を支
給

異

0千円同 0単身赴任手当

管理職手当

同

管理又は監督の職にある職員に月額38,000円～75,000
円を支給

25,415

千円66,747

0

59,979

支給職員

273,539

休日等において正規の勤務時間中に勤務した職員に支
給（勤務1時間あたりの給与額×135/100×時間数）

手　当　名
支給実績

千円

　　片道2km以上の場合2,000円～31,600円
　　　（13区分）

ア交通機関（電車・バスなど）利用者

子

満16歳以上22歳までの子については5,000円加算

6,500円

国の制度と制度

53,844

円

宿日直手当

休日勤務手当

0

夜間勤務手当
正規の勤務時間として午後10時から午前5時まで勤務し
た職員に支給（勤務1時間あたりの給与額×25/100×時
間数）

106,554

62,859

（5年度決算）

扶養手当

との

配偶者

525,564

千円

61,162

住居手当

通勤手当

千円

千円

同

国の

内容及び支給単価

10,000円

平均支給年額

258,680

6,500円

（5年度決算）
異なる内容

円

借家・借間を借り受け、月額16,000円を超える家賃を支
払っている職員に支給（限度額　28,000円）

　　６か月定期券などの実額
　　　（支給限度額1月あたり　55,000円）

24,892

千円同
イ交通用具（自動車・バイクなど）利用者

千円

異同

１人当たり

上記以外の扶養親族

180,118

8,631

同

6,911

異動に伴って転居し、やむを得ない事情により配偶者と
別居して単身で生活する職員に月額30,000円（距離に
応じて加算措置あり）を支給
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５　特別職の報酬等の状況（令和６年４月１日現在）

円 円／ 円

円 円／ 円

円

円 円／ 円

円 円／ 円

円 円／ 円

月分 （教育長は期末勤勉手当として4.5月分）

月分

　　 （算定方式） （１期の手当額） （支給時期）

給料の月額×500/100×在職年数 任期ごと（4年）

給料の月額×280/100×在職年数 任期ごと（4年）

給料の月額×200/100×在職年数 任期ごと（3年）

(注）１　議長、副議長及び議員の報酬は、本市の厳しい財政状況に鑑み、令和３年４月から令和６年３月までの間、
　　　　 約５％の減額措置を実施しています。なお、各議員の報酬額は、減額措置実施後の額です。
　　　　 （ただし、期末手当算定時の報酬額には減額措置をしない。）
(注）２　市長、副市長及び教育長の期末手当（教育長は期末勤勉手当）は、本市の厳しい財政状況に鑑み一層の
　　　　 歳出の削減を図るため、当面の間、支給することとされる額から100分の30を乗じて得た額を減じる減額
　　　　 措置を実施しています。
(注）３　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期勤めた場合における
　　　　 退職手当の見込額です。

286,600

629,000 376,900

（参考）類似団体における最高／最低額

870,000 623,500

575,000 309,700

522,000

1,053,000 686,000

報
酬

副 議 長

教 育 長

教 育 長

議 長

副 市 長
期
末
手
当

市 長

502,000

900,000市 長

690,000

578,000

退
職
手
当

副 議 長

460,000

583,000

副 市 長

議 員

副 市 長

備　　　　考

教 育 長

市 長

区 分

議 員

議 長

給 料 月 額 等

給
料

3.50

　　（令和5年度支給割合）

3.60

3,468,000

　　（令和5年度支給割合）

18,000,000

7,728,000
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６　職員数の状況

（1)部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在）

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人 人口１万当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（類似団体の人口１万当たり職員数 人）

人 人 人

人 人 人

人 人 人 人口１万当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（類似団体の人口１万当たり職員数 人）

人

人

人

人

人

人 人

人

人口１万当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（注）１　職員数は、地方公共団体定員管理調査をもとに算出しています。

　　　２　[     ]内は、条例定数の合計です。

（2)年齢別職員構成の状況（令和６年４月１日現在）

 

58 -1 0

消防部門

＜参考＞

429

118 119

59.84

44.12

33

0

8

-4 0

[ 1,051人 ］ [ 1,051人 ］

～

職員数

未満 23歳 27歳 31歳 35歳 39歳 43歳 47歳 51歳 55歳 59歳 以上

100

民生 107 103

　　　　　　　　区　　分
　部　　門

職　　員　　数 対前年
増減数

商工

3 0

農林水産

507 509 2

　公
　営
　企会
　業計
　等部
　 　門

827 815

病院

3 0

計

16 14 -2

7 -1

100 -1 0

税務

1

0

教育部門 59

衛生

0

45

20 19

小　計 320

330 332 2

水道

区　分

20歳

8 41 80

主な増減理由
令和5年 令和6年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

＜参考＞

合　　計

-1

306 -14

下水道 18

～ ～
0

土木 42

20歳

0

99

0

総務

22 25

77.94

263 250 -13 0

67.64

0

18 0

その他 19 19

議会 6 6

108.31

小　計

28歳 32歳 36歳 40歳

[   1,051人  ］ [   1,051人  ］ [   0人   ］

24歳 44歳 48歳

-12 ＜参考＞

計

52歳 56歳 60歳

～ ～ ～ ～ ～

75

～ ～

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

122 93 56 15 81579 84 62

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

令和6年度

平成31年度

％

- 9 -



（３)職員数の推移

（単位：人・％）

７　公営企業職員の状況

 (1) 病院事業

①　職員給与費の状況

職員給与費 　（参考）

（注）　資本勘定支弁職員に係る職員給与費0千円を含まない。

　　　　　　　

（注）１　職員手当には退職手当を含んでいません。
      ２　職員数については、令和６年３月３１日現在の人数です。また、任期付短時間勤務職員、再任用職員（短時間勤務）及び
　　　　　会計年度任用職員は含んでいません。
      ３　給与費については、任期付短時間勤務職員及び再任用職員（短時間勤務）の給与が含まれておりますが、会計年度任用
　　　　　職員の給与は含んでいません。

②　職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（令和６年４月１日現在）

医師

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

歳 円

（注）　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。

看護師

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

歳 円

（注）　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。

平均年齢

529,499 1,258,524

市町村平均

名張市

平均月収額区　　分 基本給

（参考）市町村平均

（政令指定都市を除く）

2,065,282

千円

給　 料

1,665,208

基本給

554,23942.8

410,854700,182

千円 千円人5年度

567,868 1,407,938

事業者 － －

平均月収額

43.4

356,324

名張市 311,56739.1

5年度

　　　　　千円

260

一般行政

115 118 119

59

7,943

509 ▲ 12

38.8

める職員給与費比率

330

期末・勤勉手当

区　　分

328 316 4

　　　　　　Ｂ／Ａ

4年度の総費用に占

区　　分

令和6年
過去5年間の
増減数（率）

(0.9％)317 333 332

職員給与費比率

千円　

▲ 22

117

Ｂ　

▲ 34 (▲1.9％)

（注）　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

％

△ 261,065

　　　　　　Ａ

(▲2.7％)

一人当たり給与費

千円　

平成31年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

総 合 計 849 829 830 834 827

教    育 77 73 69

324 320

501 510 507

公営企業等会計計 328 323

三重県 42.4

消    防 115

62

千円

7,251

事業者 －

　　　　年度
部門別

5,322,507

　質収支

815

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

954,246

職員手当

一人当たり
給与費 　　B/A

306

▲ 19 (▲20.5％)

116

58

3 (▲0.9%)

329

総費用

職員数

千円

2,065,282

　　　　千円

　　計　　Ｂ

39.5

(▲0.6%)

総費用に占める

％

純損益又は実

Ａ  

普通会計計 521 506

区　　分 平均年齢

三重県 562,309

市町村平均 41.3 303,695 498,220

502,733

44.9

－
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事務職員

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

歳 円

（注）　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。

③　職員の手当の状況

ア　期末手当・勤勉手当　

千円 千円 千円

（5年度支給割合） （5年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当

 月分  月分  月分  月分

（ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

　　　・役職加算　　　　5～15% 　　　・役職加算　　　　5～20%

　　　・管理職加算　 15～25%

イ　退職手当（令和６年４月１日現在）　　

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　

勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（2%～20%加算）

１人当たり平均支給額　　　　 １人当たり平均支給額　　　　

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、令和４年度に退職した職員に支給された平均額です。
　　　対象者は、全職種です。

ウ　地域手当（令和６年４月１日現在）

％ 人 ％

％ 人 ％

エ　特殊勤務手当（令和６年４月１日現在）

千円

　円

　％

支給職員１人当たり平均支給年額（令和５年度決算）

名張市

自己都合 勧奨・定年

19.6695

円

支給対象職員数

196,248

47.709

1,903

47.709

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和5年度） 82.6

千円

支給率

535,548

１人当たり平均支給額（5年度）

平均月収額

支給対象地域

16

2.05

1.375 0.975

医師

39.7575 47.709

0.975

基本給

364,150 534,154

市町村平均 46.4 323,562 507,447

事業者 －

区　　分 平均年齢

名張市

2,925 千円

市町村（政令指定都市を除く）平均

１人当たり平均支給額（5年度） １人当たり平均支給額（5年度）

－

三重県名張市

2.45 2.05

1.375

42.3 341,553

1,492

市町村（政令指定都市を除く）平均

手当の種類（手当数）

28.0395 33.27075

348,192

3,444

―

3医師以外 225

33

支給実績（令和5年度決算）

支給実績（令和５年度決算） 55,146

1,500,829

2.45

1,554

24.586875

一般行政職の制度

支給職員１人当たり平均支給年額（令和5年度決算）

3

千円

三重県 42.9

2（26）
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救急輪番業務

救急輪番患者診察
手当

外来患者診察手当

1回　3,000円
（支給は、月１回に限
る。）

緊急呼出手当

１　正規の勤務時間外に、医療職給料表（１）の
　適用を受ける職員が、緊急対応のため呼出され、
　手術、検査等に従事したとき。

1回　5,000円

１　正規の勤務時間外に、医療職給料表（２）及び
　（３）の適用を受ける職員が、緊急対応のため呼
　出され、手術、検査等に従事したとき。

1回　3,000円

管理職員緊急業務
手当

１　医療職給料表の適用を受ける管理職員が正規の
  勤務時間外に緊急対応のため手術、検査等に従事
　したとき。

1回　5,000円

病院手当

種別 手当の名称

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が救急
　輪番日に救急業務を命じられ、従事した際に患者
　を診察したとき。それ以外の場合

２　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が外来
　において再診患者を診察したとき（救急輪番患者
　診察手当を受ける場合を除く。）。

1回　300円
（小児発達支援外来の場合
にあっては、1,800円）

１　医療職給料表（１）の適用を受ける管理職員が
　救急輪番日の１７時１５分から翌日の８時４５分
　まで救急業務を命じられ、従事したとき。 1回　120,000円

２　医療職給料表（１）の適用を受ける管理職員が
　名張市の休日を定める条例（平成元年条例第１号）
　による休日である救急輪番日の８時３０分から１
　７時１５分まで救急業務を命じられ、従事したと
　き。

1回　70,000円

３　医療職給料表（２）及び（３）の適用を受ける
　管理職員が救急輪番日の１７時１５分から翌日の
　８時４５分まで救急業務を命じられ、従事したと
  き。

支給単価勤務内容

救急出動業務 １　救急車で患者を他病院に搬送した職員 1回　400円

1回　1,200円

解剖業務 １　病院で勤務する職員が解剖に従事したとき。 1体　1,600円

放射線照射業務 １　放射線を照射する業務に従事したとき。 日額　300円

病理検査業務 １　病理検査業務に従事したとき。 日額　300円

手術室業務 １　看護師が手術室に勤務したとき。

死体処理業務
１　病院で勤務する職員が死体の処理に従事したと
  き。

日額　300円

人工透析業務
１　人工透析業務に従事及び看護師が人工透析室に
  勤務したとき。 日額　300円

夜間看護業務（実
務研修含む）

１　病院及び介護老人保健施設で深夜に看護業務に
  従事したとき。４時間以上 1回　4,500円

１　病院及び介護老人保健施設で深夜に看護業務に
  従事したとき。２時間以上４時間未満 1回　4,000円

１　病院及び介護老人保健施設で深夜に看護業務に
  従事したとき。２時間未満 1回　3,000円

２　前項の手当を１月に合計１１回以上受けるとき

1回　18,000円

４　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が救急
　輪番日の１７時１５分から翌日の８時４５分まで
　救急業務を命じられ、従事したとき。

1回　85,000円
（管理職員には適用しな
い。）

５　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が名張
　市の休日を定める条例による休日である救急輪番
  日の８時３０分から１７時１５分まで救急業務を
  命じられ、従事したとき。

1回　40,000円
（管理職員には適用しな
い。）

６　医療職給料表（２）の適用を受ける職員が救急
  輪番日の１７時１５分から翌日の８時４５分まで
  救急業務を命じられ、従事したとき。

1回　3,000円
（管理職員には適用しな
い。）

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が救急
　輪番日に救急業務を命じられ、従事した際に患者
　を診察したとき。診察した患者に入院を指示し場
　合

1回　6,000円
（小児科の医師の場合に
あっては、8,000円）

1回　4,000円
（小児科の医師の場合に
あっては、6,000円）

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が外来
　において初診患者を診察したとき（救急輪番患者
　診察手当を受ける場合を除く。）。

1回　500円
（小児発達支援外来の場合
にあっては、2,500円）
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１　医療職給料表（２）の適用を受ける職員が服薬
　指導業務に従事したとき。 1回　300円

画像診断業務手当

研修医指導手当

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が専ら
　読影業務に従事したとき。学卒後６年以上の医師。
　磁気共鳴コンピュータ断層撮影（ＭＲＩ撮影）

1回　1,000円

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が専ら
　読影業務に従事したとき。
　学卒後５年以上６年未満の医師。

日額　14,000円

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が専ら
　読影業務に従事したとき。
　学卒後４年以上５年未満の医師。

日額　10,000円

1回
当該手術に係る診療報酬の
額（1点の単価10円とし、
診療報酬の算定方法（平成
20年厚生労働省告示59号）
別表第1に定める点数を乗
じて得た額をいう。）に
100分の5（内視鏡に係る手
術の場合にあっては、100
分の20）を乗じて得た額を
当該手術に従事した医師
（学卒後6年未満の医師を
除く。）の人数で除して得
た額（1円未満の端数が生
じたときは、これを切り捨
てる。）

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が手術
　に従事したとき。学卒後３年以上６年未満の医師 1回　1,000円

麻酔業務手当

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が専ら
　麻酔業務に従事したとき。全身麻酔 1回　15,000円

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が専ら
　麻酔業務に従事したとき。その他の麻酔 1回　10,000円

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が入院
　患者を主治医として担当したとき。

延べ担当患者１人
600円
（小児科の医師の場合に
あっては、1,500円）

手術業務手当

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が手術
　に従事したとき。学卒後６年以上の医師

訪問診療業務手当
１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が患者
　の居宅において診療に従事したとき。 1回　2,000円

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が専ら
　読影業務に従事したとき。学卒後６年以上の医師。
　コンピュータ断層撮影（ＣＴ撮影）

1回　700円

入院患者担当手当

公衆衛生活動手当

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が、他
　団体等の依頼に基づき健康診断、健康相談、予防
　接種、医療指導等に従事したとき（当該他団体等
　から報酬等（報酬その他いかなる名称であるかを
　問わず、当該健康診断、健康相談、予防接種、医
　療指導等の業務の対償として受けるすべてのもの
　をいう。）が支払われていない場合に限る。）。

日額　2,000円

日額　7,000円

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が臨床
　研修医（医師法（昭和23年法律第201号）第16条
　の2第1項の規定による臨床研修を受けている医師
　をいう。）の指導に従事したとき。指導医養成講
　習会終了者

1回　500円

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が臨床
　研修医（医師法（昭和23年法律第201号）第16条
　の2第1項の規定による臨床研修を受けている医師
　をいう。）の指導に従事したとき。その他の医師

日額　300円

講演等講師手当

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が、他
　団体等の依頼に基づき研修会、講演会等を行った
　とき（当該他団体等から報酬等（報酬その他いか
　なる名称であるかを問わず、当該研修会、講演会
　等の業務の対償として受けるすべてのものをい
　う。）が支払われていない場合に限る。）。

日額　5,000円

服薬指導業務手当

種別 手当の名称 勤務内容 支給単価

病院手当

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が専ら
　読影業務に従事したとき。
　学卒後３年以上４年未満の医師。
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※手当の種類は、職員の特殊勤務手当の支給に関する規則第２条に基づく内容となります。

オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注）　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（令和5年度決算）」と同じ年度の４月１日現在の
　  　　総職員数（管理職員等制度上時間外勤務手当の支給対象とならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。

カ　その他の手当（令和６年４月１日）

円

円

12,836

扶養手当

手　当　名

　　６か月定期券などの実額
　　　（支給限度額1月あたり　55,000円）

イ交通用具（自動車・バイクなど）利用者

　　片道2km以上の場合2,000円～31,600円
　　　（13区分）

管理又は監督の職にある職員に月額38,000円～
140,000円を支給

一般行政職
の制度と異
なる内容

一般行

種別

３　院長代理 月額　150,000円

借家・借間を借り受け、月額16,000円を超える家賃を支
払っている職員に支給（限度額　28,000円）

２　顧問

配偶者 6,500円

の異同

同

異
医療職等の
支給単価

管理職手当 716,970

千円

267,412

86,730

23,660

6,500円

同住居手当 千円

子

同

２　医療職給料表（２）及び（３）の適用を受ける
　職員が正規の勤務時間外に、緊急の医療業務に従
　事するために待機を命じられたとき。病院内での
　待機の場合

1回　3,000円

円

10,000円

27,441 247,217

満16歳以上22歳までの子については5,000円加算

医師職務手当

平均支給年額

支給職員
１人当たり内容及び支給単価 支給実績

手当の名称 勤務内容

（5年度決算）
政職の

職員１人当たり平均支給年額(令和4年度決算）

千円

支給実績(令和5年度決算） 139,951

職員１人当たり平均支給年額(令和5年度決算）

栄養指導業務手当
１　医療職給料表（２）の適用を受ける職員が栄養
　指導業務に従事したとき。 1回　200円

1回　6,000円

1回　1,000円

月額　200,000円

月額　200,000円

４　副院長 月額　100,000円

支給単価

145,367

医師研究業務

１　院長、顧問、院長代理及び副院長

ア交通機関（電車・バスなど）利用者

通勤手当

支給実績(令和4年度決算）

608

千円

病院手当

498

医師研究手当

円

上記以外の扶養親族

月額　480,000円

２　学卒後３年以上の医師 月額　180,000円

（5年度決算）

18,994

制度と

１　院長

５　診療部長 月額　70,000円

待機業務

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が正規
　の勤務時間外に、緊急の医療業務に従事するため
　に待機を命じられたとき。病院外での待機の場合

1回　2,000円

１　医療職給料表（１）の適用を受ける職員が正規
　の勤務時間外に、緊急の医療業務に従事するため
　に待機を命じられたとき。病院内での待機の場合

２　医療職給料表（２）及び（３）の適用を受ける
　職員が正規の勤務時間外に、緊急の医療業務に従
　事するために待機を命じられたとき。病院外での
　待機の場合
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円

円

円

円

円

 (２) 水道事業

①　職員給与費の状況

職員給与費 　（参考）

（注）１　資本勘定支弁職員に係る職員給与費37,216千円を含まない。

　　　　　　　

（注）１　職員手当には退職手当を含んでいません。
      ２　職員数については、令和６年３月３１日現在の人数です。また、任期付短時間勤務職員、再任用職員（短時間勤務）及び
　　　　　会計年度任用職員は含んでいません。
      ３　給与費については、任期付短時間勤務職員及び再任用職員（短時間勤務）の給与が含まれておりますが、会計年度任用
　　　　　職員の給与は含んでいません。

②　職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（令和６年４月１日現在）

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

歳 円

（注）　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。

平均支給年額
の異同

20,244

一般行政職
の制度と異
なる内容

政職の

0

総費用

千円　

区　　分

9,22218 6,118

支給職員
１人当たり

（5年度決算）
支給実績

制度と
（5年度決算）

千円 千円　　　　　千円

給　 料 職員手当

単身赴任手当

42.8

％

管理又は監督の職にある職員が臨時又は緊急の必要性
等を有する業務のため、
　・週休日又は休日に勤務 6,000円～12,000円支給
　・平日深夜0時～5時まで勤務 3,500円～6,000円支給

千円

千円

45.8

Ａ  

△ 143,551

平均年齢 基本給

　　計　　Ｂ

5年度

同

管理職員特別勤
務手当

121,660

4.1

三重県

6,759

千円

32,487

名張市

4.5

異動に伴って転居し、やむを得ない事情により配偶者と
別居して単身で生活する職員に月額30,000円（距離に
応じて加算措置あり）を支給

同

平均月収額

　　　　　　Ａ

人

区　　分

5年度

340,933

115,682

一人当たり給与費

職員数

79,951

休日等において正規の勤務時間中に勤務した職員に支
給（勤務1時間あたりの給与額×135/100×時間数）

事業者

　質収支

508,691

525,684

千円

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり
給与費 　　B/A

（参考）市町村平均

（政令指定都市を除く）

Ｂ　 める職員給与費比率

％

1,832,404

　　　　千円

　　　　　　Ｂ／Ａ

千円

0

同

－

82,638

377,978 562,404

市町村平均

－

正規の勤務時間として午後10時から午前5時まで勤務し
た職員に支給（勤務1時間あたりの給与額×25/100×時
間数）

同

千円

異 116,696

44.6

区　　分

期末・勤勉手当

337,221

宿日直手当 宿日直勤務を命じられた職員に支給

純損益又は実

職員給与費比率 ４年度の総費用に占

総費用に占める

千円　

休日勤務手当

夜間勤務手当

9,274

内容及び支給単価

2,684
医療職等の
支給単価

手　当　名

一般行

190,290

千円

319,793

千円31,778
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③　職員の手当の状況

ア　期末手当・勤勉手当　

千円 千円 千円

（5年度支給割合） （5年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当

 月分  月分  月分  月分

（ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

　　　・役職加算　　　　5～15% 　　　・役職加算　　　　5～20%

　　　・管理職加算　 15～25%

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合です。

イ　退職手当（令和６年４月１日現在）　

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　

勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（2%～20%加算）

１人当たり平均支給額　　　　 １人当たり平均支給額　　　　

（注）１人当たり平均支給額は、令和５年度に退職した職員がいないため「-」と表記しております。
　　　対象者は、全職種です。

ウ　地域手当（令和６年４月１日現在）

％ 人 ％

エ　特殊勤務手当（令和６年４月１日現在）

千円

　円

　％

※手当の種類は、名張市企業職員の給与に関する規程第４条に基づく内容となります。

2.45

千円

3

勤務内容

4（4）

支給実績（令和5年度決算）

名張市

28.0395

47.709 47.709

支給率

支給職員１人当たり平均支給年額（令和5年度決算） 77,246 円

17

支給対象職員数

19 3

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和4年度） 23.3

名張市

1回　500円

１人当たり平均支給額（5年度） １人当たり平均支給額（5年度）

2,395

1回　500円

手当の種類（手当数）

1,547

支給対象地域

  用地交渉、滞納整理、強制執行等通常の業務と比較して困難かつ身体的に著しい危害が及
び又は精神的な苦痛が伴うと想定される業務に従事したと所属長が認めたとき。

　緊急命令を受けて出動し、応急復旧作業に連続して３時間以上直接従事した職員

支給単価

1回　500円

市町村（政令指定都市を除く）平均

11,057 千円

名張市

自己都合 勧奨・定年

19.6695 24.586875

2.05

1.375

33.27075

2.45 2.05

39.7575 47.709

0.975

市町村（政令指定都市を除く）平均

1,854

日額　400円

2,357

千円

一般行政職の制度

　高所若しくは配水池内等において作業を行った職員又は3,300ボルト以上の電気設備を直接
取り扱いした職員

三重県

支給実績（令和4年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額（令和4年度決算）

　勤務時間外に緊急命令を受けて出動し、業務に従事した職員（前号との重複支給は行わな
い）

1.375 0.975

１人当たり平均支給額（5年度）

-

1,505
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オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注）　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（令和5年度決算）」と同じ年度の４月１日現在の
　  　　総職員数（管理職員等制度上時間外勤務手当の支給対象とならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。

カ　その他の手当（令和６年４月１日）

円

円

円

円

円

円

円

 (３) 下水道事業 （注）令和２年度からの事業会計です。

①　職員給与費の状況

職員給与費 　（参考）

（注）　資本勘定支弁職員に係る職員給与費44,945千円を含まない。

　　　　　　　

（注）１　職員手当には退職手当を含んでいません。
      ２　職員数については、令和６年３月３１日現在の人数です。また、任期付短時間勤務職員、再任用職員（短時間勤務）及び
　　　　　会計年度任用職員は含んでいません。
      ３　給与費については、任期付短時間勤務職員及び再任用職員（短時間勤務）の給与が含まれておりますが、会計年度任用
　　　　　職員の給与は含んでいません。

　質収支

2,438,457 50,139 61,073 2.5 2.5

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

18 67,997 6,067 26,634 100,698 5,594

区　　分 総費用 純損益又は実 総費用に占める

　　　　　　Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ

休日等において正規の勤務時間中に勤務した職員に支
給（勤務1時間あたりの給与額×135/100×時間数）

　　　　給与費 　　B/A

5年度 人 千円 千円 　　　　　千円 千円 千円

5年度 　　　　千円 千円　 千円　 ％ ％

区　　分 職員数 一人当たり

職員給与費比率 4年度の総費用に占

Ａ  Ｂ　 　　　　　　Ｂ／Ａ める職員給与費比率

扶養手当

手　当　名

142

　　片道2km以上の場合2,000円～31,600円
　　　（13区分）

ア交通機関（電車・バスなど）利用者

　　６か月定期券などの実額
　　　（支給限度額1月あたり　55,000円）

管理又は監督の職にある職員が臨時又は緊急の必要性
等を有する業務のため、
　・週休日又は休日に勤務 6,000円～8,500円支給
　・平日深夜0時～5時まで勤務 3,000円～4,300円支給

同

管理又は監督の職にある職員に月額38,000円～75,000
円を支給

職員１人当たり平均支給年額(令和4年度決算）

支給実績

6,500円

満16歳以上22歳までの子については5,000円加算

通勤手当 41,622

216,400

0宿日直手当

567,000

管理職員特別勤
務手当

同

イ交通用具（自動車・バイクなど）利用者

千円 85

住居手当
借家・借間を借り受け、月額16,000円を超える家賃を支
払っている職員に支給（限度額　28,000円）

20,66762

2,268

宿日直勤務を命じられた職員に支給

同

千円

千円

同 1,357

749

同

休日勤務手当

0同

子

配偶者

管理職手当

政職の
制度と

支給職員

10,000円
円

（5年度決算）

円千円

千円

支給実績(令和4年度決算）

千円

（5年度決算）

107

1,082

一般行

上記以外の扶養親族

１人当たり

支給実績(令和5年度決算）

6,500円

203,091

平均支給年額

千円

2,125

3,306

同

の異同

職員１人当たり平均支給年額(令和5年度決算）

内容及び支給単価
一般行政職
の制度と異
なる内容

2,234

千円 0

夜間勤務手当
正規の勤務時間として午後10時から午前5時まで勤務し
た職員に支給（勤務1時間あたりの給与額×25/100×時
間数）

同 26 千円 25,875

単身赴任手当
異動に伴って転居し、やむを得ない事情により配偶者と
別居して単身で生活する職員に月額30,000円（距離に
応じて加算措置あり）を支給

同 0
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②　職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（令和６年４月１日現在）

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

歳 円
（注）　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。

③　職員の手当の状況
ア　期末手当・勤勉手当　

千円 千円 千円
（5年度支給割合） （4年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当
 月分  月分  月分  月分

（ ）月分 ( ）月分
（加算措置の状況） （加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

　　　・役職加算　　　　5～15%

イ　退職手当（令和６年４月１日現在）　

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　
勤続２０年 月分 月分
勤続２５年 月分 月分
勤続３５年 月分 月分
最高限度額 月分 月分
その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（2%～20%加算）
１人当たり平均支給額　　　　 １人当たり平均支給額　　　　

（注）１人当たり平均支給額は、令和５年度に退職した職員がいないため「-」と表記しております。

ウ　地域手当（令和６年４月１日現在）

％ 人 ％

エ　特殊勤務手当（令和６年４月１日現在）
千円

　円

　％

※手当の種類は、名張市企業職員の給与に関する規程第４条に基づく内容となります。

オ　時間外勤務手当
千円

千円

千円

千円

（注）　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（令和５年度決算）」と同じ年度の４月１日現在の
　  　　総職員数（管理職員等制度上時間外勤務手当の支給対象とならない職員を除く。）です。

平均年齢 基本給 平均月収額

支給実績(令和4年度決算） 4,354

職員１人当たり平均支給年額(令和4年度決算） 290

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和5年度） 25.0

勤務内容 支給単価

  用地交渉、滞納整理、強制執行等通常の業務と比較して困難かつ身体的に著しい危害が及
び又は精神的な苦痛が伴うと想定される業務に従事したと所属長が認めたとき。

1回　500円

　緊急命令を受けて出動し、応急復旧作業に連続して３時間以上直接従事した職員 1回　500円

　勤務時間外に緊急命令を受けて出動し、業務に従事した職員（前号との重複支給は行わな
い）

1回　500円

支給実績(令和5年度決算） 1,739

職員１人当たり平均支給年額(令和5年度決算） 72

手当の種類（手当数） 4（4）

　高所若しくは配水池内等において作業を行った職員又は3,300ボルト以上の電気設備を直接
取り扱いした職員

日額　400円

支給実績（令和5年度決算） 2,026 千円

支給対象地域

支給実績（令和5年度決算） 25

支給職員１人当たり平均支給年額（令和5年度決算） 25,000

支給職員１人当たり平均支給年額（令和5年度決算） 84,396 円

支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度

名張市 3 18 3

－

自己都合 勧奨・定年
19.6695 24.586875
28.0395 33.27075
39.7575 47.709

名張市 市町村（政令指定都市を除く）平均

47.709 47.709

- 千円 4,406 千円

名張市 三重県 市町村（政令指定都市を除く）平均

2.45 2.05 － －

１人当たり平均支給額（5年度） １人当たり平均支給額（5年度） １人当たり平均支給額（5年度）

1,482 － 1,488

1.375 0.975

－

区　　分

名張市 39.9 326,739 491,927

三重県 － － －

市町村平均 44.5 501,579334,536

事業者 －
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カ　その他の手当（令和６年４月１日）

円

円

円

円

円

円

円単身赴任手当
異動に伴って転居し、やむを得ない事情により配偶者と
別居して単身で生活する職員に月額30,000円（距離に
応じて加算措置あり）を支給

同 0 千円 0

内容及び支給単価
一般行政職
の制度と異
なる内容

（5年度決算）
の異同 （5年度決算）

扶養手当 同 2,569 千円 285,444 円
上記以外の扶養親族 6,500円

住居手当 同 1,136 千円 189,250

休日勤務手当
休日等において正規の勤務時間中に勤務した職員に支
給（勤務1時間あたりの給与額×135/100×時間数）

同 275 千円 22,908

宿日直手当 宿日直勤務を命じられた職員に支給 同 0 千円 0

同夜間勤務手当
正規の勤務時間として午後10時から午前5時まで勤務し
た職員に支給（勤務1時間あたりの給与額×25/100×時
間数）

0 千円 0

　　片道2km以上の場合2,000円～31,600円
　　　（13区分）

管理職手当
管理又は監督の職にある職員に月額38,000円～75,000
円を支給

同 1,548 千円 516,000

管理職員特別勤
務手当

管理又は監督の職にある職員が臨時又は緊急の必要性
等を有する業務のため、
　・週休日又は休日に勤務 6,000円～8,500円支給
　・平日深夜0時～5時まで勤務 3,000円～4,300円支給

同 14 千円 14,000

通勤手当 同 1,317 千円 82,294

満16歳以上22歳までの子については5,000円加算

借家・借間を借り受け、月額16,000円を超える家賃を支
払っている職員に支給（限度額　28,000円）

ア交通機関（電車・バスなど）利用者

　　６か月定期券などの実額
　　　（支給限度額1月あたり　55,000円）

イ交通用具（自動車・バイクなど）利用者
円

一般行 支給職員
政職の 支給実績 １人当たり
制度と 平均支給年額

配偶者 6,500円

子 10,000円

手　当　名
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